

















研究の対象は 1999年 7月から 2010年 12月の間に治療が行われた胃静脈瘤 76症例のう

















発され広く普及している IVR 的塞栓術である BRTO は手技的成功率が高く有害事象の発生
率が低い治療法であるが、静脈瘤にカテーテルを挿入可能な流出路が無い場合など BRTO
に適さない症例も多い。このような症例に対する標準治療は未だ確立されていないが現在
PTO や PTO と BRTO の合併治療が有用とされている。PTO は BRTO と同様の高い手技的
成功率と治療効果を有している。また PTO・BRTO 合併治療について短期的な予後に関し






の研究でも Child-Pugh C の重症肝硬変については肝機能の改善が認められた。一方、門脈
の流出路を閉塞することは門脈圧を亢進させ胸水・腹水の増悪を来たし得る。我々の症例






BRTO 単独では治療が困難であった胃静脈瘤症例に対して PTO 単独および PTO・BRTO
合併治療を施行した。両治療法ともに安全で長期的に有効な治療法であると考えられ、症
例によっては肝機能の改善にも寄与することが示唆された。
